
 

 

【食育活動実践プロジェクト実施業務 事例紹介】 

実施団体名 虹色のたねの会（代表 松野麗子）（五所川原市） 

実施年度 令和２年度 

実施概要 ・青森県出身者の大学生や社会人等を対象とした「食」に関するアンケート実施 

・高校生放課後自炊塾の開催 

 

１ 虹色のたねの会について 

  地域資源を活かした商品開発やネットワークづくりを通して、地域活性化に寄与することを目的に

平成 22年に設立。 

  りんご収穫体験会開催や「りんごカルタ」の作成など、あおもりの楽しい・おいしい・おもしろい、

のタネを大きく育てる活動に取り組んでいる。 

 

２ 事業目的 

 (1) 一人暮らしや自炊を今後していくと思われる高校生を対象に、自炊するにあたってより実践的な

調理方法やレシピ、調理器具等を伝える。 

 (2) 青森の「食」に注目し、青森ならではの食事や食材にも触れる事で青森県の食の豊かさを感じて

もらう。 

 

３ 実施内容 

 (1) 地域が抱える「食」の現状や課題を把握するための調査・分析 

   青森県出身者の大学生や社会人等に「食」に関してのアンケートを実施。 

   対 象：青森県出身の大学生や社会人（14名）、保護者（10名） 

   内 容：（大学生・社会人対象）現在食事で困っている、事前に知っておきたかった調理方法、

好きな青森の食べ物、高校生へのアドバイスなど。 

  （保護者対象）子供の自炊で不安なこと、伝えておきたい料理、放課後自炊塾のプログ

ラムに対する意見など 

   実施方法：知り合いのお子さん、その同級生などへのアンケート用紙配布、聞き取り 

 

 【アンケート結果】 

  ①大学生・社会人 

・一人暮らしでは自炊に対する意識はとても個人差が大きいことがわかる。意識的に食事内容を

考え、食材の購入から簡単に味付けできる調味料を上手く使いこなしている人が多い一方で、

中には自炊はしないと決めて一切調理器具も持たない人もいる。１か月にかかる食費も 1万円

以内でやりくりしている人もいれば、外食と合わせると 5万円ほど使っている人もいて、自炊

費と外食の割合も人それぞれだった。 

・今回の回答で以外だったのは、作り方自体にはクックパッドなどを使いこなし困ってはいない

様で、困っているのは洗い物というのが多くて面白かった。 

・安い調理器具を買いそろえたために不満を抱えている人、思った以上にキッチンが狭くて使い

づらいと感じている人が多かった。 

・青森の食材で食べたくなるものには、ホタテ、刺身、けの汁、貝焼き、ラーメンなどが出ていた。 

 

  ②保護者 

・子供の食生活に関しては、食事全般、健康面での不安がある保護者が多く、ご飯の炊き方や簡

単な調理法など教えて欲しいという意見が多かった。 

・自炊塾の取組についてはとてもありがたいし、やってもらえてうれしいという声が多くあった。 
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 (2) 高校生放課後自炊塾の開催（７回） 

 進学や就職などで親元から離れ、一人暮らしをはじめる人も多い高校生を対象に、放課後自炊塾を

開催した。 

 忙しい中で何をどう食べていくかで心と体は大きく変化し、食費をどう抑えていくかで使えるお金

も変わってくることから、一緒に料理を作る中で必要な道具や調味料などを一緒に考え、安心して一

人暮らしができるような内容とした。 

 ①開催場所：コミュニティーカフェ でる・そーれ（五所川原市大町 39 五所川原駅隣） 

 ②募集方法：Instagramで周知。申込みは Instagramのダイレクトメッセージを活用。 

 ③開催日及びテーマ 

回 開催日 テーマ 参加者数 

１ 
令和 2年 7月 13日(月) 
16：00～18：00 

自炊塾説明会及びスムージーを作る会 高校生 7名 

２ 
8月 4日(火) 
16：00～18：00 

夏野菜たっぷりミネストローネを作る
回 

高校生 8名 

３ 
9月 8日(火) 
16：00～18：00 

万能調味料で作る和食の回 その① 高校生 6名 

４ 
9月 15日(火) 
16：00～18：00 

万能調味料で作る和食の回 その② 高校生 11名 

５ 
11月 15日(日) 
14：00～16：00 

作って見せたくなるようなフルーツサ
ンドの回 

高校生 7名 

６ 
12月 8日(火) 
17：00～19：00 

津軽の味貝焼き味噌の献立の回 高校生 3名 

７ 
12月 18日(金) 
17：00～19：00 

クリスマス料理を作ってみようの回 高校生 10名 

  

 ④各回の詳細：別紙のとおり 

 

４ まとめと今後の展開 

 アンケートを参考にしながら、現在の高校生が自炊するにあたって求められているものは細かいレ

シピや栄養学に基づいた食事のバランスなどではなくて、まずは料理を楽しんで、自分が作れるとい

う体験なのではないかと感じた。そこでコンセプトを 3つに絞って考え、これを発信しながら伝える

ようにした。 

①作ったものがおいしい事 

 (美味しくないと次作る気にならない。まずは美味しいと感じるものを作る) 

②調理の過程が楽しい事 

 (料理はやらなければいけないものではなくて楽しいもの。誰かと作るのも楽しい) 

③自分でもできると実感する事 

 (一つでもできる！できた！を実体験して欲しい) 

 

 【自炊塾を実施してみて】 

 アンケートにあった買った方が良いものを紹介し、調理道具、アパートのキッチンの現状、食中毒

の注意点など、伝えたい事は随時伝えていった。7回の計画と準備と実施は大変だったが、自炊だか

らこそイベントのような 1回で終わるものではなく、日常のバラエティある食事の様に、様々なパタ

ーンができたことはよかったと思う。 

 調理の仕方はネットの情報でも手に簡単に入り、レシピには困らないというアンケート結果ではあ

ったが、実際に目で見て、作る事は重要で、自分も出来るという実感に繋がったと思う。また、青森

の食材はすべての回に取り入れることはできなかったが、意識して食材に取り入れ、毎回話すように

した。 

 食もそうだが、5人の方に講師をしてもらい、会のメンバーも含め多くの食に携わる人に協力を得
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たことでも「青森の食」を意識し、良い感触を得たのではないかと思う。以上の点からも事業目的は

達成できたと思う。 

 

 【放課後の利点と難点】 

 放課後自炊塾で良かった点としては、学校の枠組みを超えての活動になったこと。日曜日に実施し

た回では制服着用でもなく、普段学校に通学していない通信制の高校生が私服で参加もあった。こう

した学校以外の活動の場所があるのはすごくいいと感じた。 

 食命人研修で九州大学の比良松先生の話を聞き、自炊していく事が学生にとってこんなにも重要な

事だとわかり、大学生や社会人 1年生になる前の高校生にと考えた実施だったが、大学や高校で授業

として認定された枠の中で実施するものとはやはり受ける側の意識も違う。放課後という解放された

時間枠の中で、伝えたい事と楽しんでやること、覚えて欲しい料理と、作りたいもののバランスのと

り方の難しさもあった。グループ分けも授業ならば悩まずに済むところも、自由度の高い放課後だか

らこそ組ませ方にも悩んだりした。 

 

 【SNSの活用】 

 今回は高校生にどういった形で 7回実施するかを検討した際、今までなら事前に日程をあらかじめ

決め、チラシ等を印刷して、配布、電話等で参加の申し込みを受け付けるという形が考えられるが、

高校生の娘に聞いたところ現在高校生が一番活用するツールは Instagramであり、LINEはもっと近い

人とのやり取りになるという事だったので、Instagramを連絡用のツールとした。 

 こちらで次回の告知や持ち物の連絡、DMを使った参加の申し込みと取り消しなどを行った。良かっ

た点としては特定の高校に限ったものではないので、学校ごとの予定の把握も難しく、会場側の都合

もある為事前に日程のチラシ作成は難しい中、進行状況、参加者、講師の意見を取り入れながら、柔

軟に日程やメニューの構築、募集ができた点で、やり取りもしやすく高校生を対象としたものとして

合っていたと思う。 

 注意する点としては、シェアしやすい事は利点ではあるが、掲載する写真を悪用されないような工

夫で、掲載の許可なども必要だ。また授業ではなく、自由度の高い高校生の放課後である為、誰が参

加して、自分は誰と参加するかなど、Instagramを見ながらの駆け引きの様なものもあった。 

 

 【今後の展開】 

 今後の展開として、この事業のプレゼンの時、とてもいい事業だと思うので毎年続けたいと思うか

と聞かれた。私も今回やってみて、高校生の 7回の間にあった自覚の変化や、嬉しそうな顔、進路決

定してしまった子があとの楽しみは自炊塾、と言っていた話などを聞くとやってよかったと思うし、

親なら参加させたいとも思うだろう。 

 しかし、この事業は営利目的の団体では参加できないため、食命人として登録する企業の仕事の一

環としてはできなく、仕事の合間の休日を充てて計画から、打ち合わせ、準備、実施から報告までこ

なさなければならない。持続したものにするためには更なる検証と工夫が必要になると考えられる。 

 振り返ると事業に申し込んだのは今年の高校 3年生がコロナ禍で、そうでなくとも不安があるこの

時期に少しでも食事の面での安心感を持って進路に進んで欲しいという思いからであり、今年だから

こそという思いで始めた。コロナ禍の食事で見えてきたものは何を食べるかよりも、誰とどう食べる

かが大事だという事だ。参加してくれた高校生が青森を離れてもちゃんと周りと繋がりを持って、楽

しい食事の場面が多い事を切に願う。 

 また、実施してみてわかったことや、こうしたらもっといいのかもしれないとした漠然としたもの

をまた形に組み立てていき、虹色のたねの会としてこれからも地域の食の課題に向き合っていきたい

と思っている。 
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養
価
も
高
く
、
味
も
良
く
、
価
格
も
安
い
。
こ
の
季
節
の
野

菜
の
活
用
の
一
つ
の
レ
シ
ピ
と
し
て
ど
ん
な
野
菜
で
も
使
え
、レ

シ
ピ
の
応
用

可
能
な
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
を
作
っ
て
み
る
事
で
野
菜
の
摂
取
の
し
や
す
さ
、冷

凍
保
存
方
法
な
ど
を
伝
え
る
。

 
 高
校
生
参
加
人
数
は
８
名
。

 
 
申
し
込
み
は

10
名
だ
っ
た
が
、体

調
不
良
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

県
外
へ
行
っ
た
ば
か
り
で
遠
慮
す
る
こ
と
に
し
た
人
も
い
た
。

 
当
日
は

30
度
を
超
え
る
真
夏
日
と
な
る
。

 
 

3
班
に
分
か
れ
て
調
理
を
開
始
。
レ
シ
ピ
は
ざ
っ
く
り
し
た
も
の
。
細
か

い
グ
ラ
ム
規
定
な
し

 
 
調
理
前
に
調
理
器
具
説
明
と
工
程
を
口
頭
で
説
明
。
各
班
の
指
導
者
に
任

せ
る
。

 
 ☆
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
材
料
の
選
択

 
 
材
料
の
選
択
は
各
班
に
任
せ
た
。
肉
類
も
鶏
肉
・
ベ
ー
コ
ン
か
ら
選
択
し

て
も
ら
っ
た
。

 
 
理
由
は
香
味
野
菜
な
ど
苦
手
な
素
材
が
入
る
こ
と
で
食
べ
ら
れ
な
い
と
い

う
事
が
な
い
よ
う
に
。
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
は
冷
蔵
庫
の
残
り
野
菜
で
も
、
あ

る
お
肉
で
も
レ
シ
ピ
に
縛
ら
れ
ず
自
由
な
発
想
で
作
れ
る
と
思
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
一
人
暮
ら
し
の
バ
ラ
ン
ス
よ
い
食
事
の
助
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
た
事
。

 
 
今
回
は
も
ち
麦
を
活
用
し
て
み
た
。（

全
班
）
ス
ー
プ
の
み
で
も
い
い
し
、

も
ち
麦
は
そ
の
ま
ま
加
え
る
事
で
腹
持
ち
も
良
く
、

1
品
で
も
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
に
な
る
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。

 
 ☆
作
り
方
の
ポ
イ
ン
ト

 
 
材
料
が
均
一
の
大
き
さ
に
な
る
こ
と
で
火
の
通
り
が
同
じ
に
な
る
。

 
野
菜
は
し
っ
か
り
炒
め
て
炒
め
野
菜
の
美
味
し
さ
を
引
き
出
し
て
も
ら
う
。

 
 
野
菜
を
炒
め
る
そ
の
都
度
塩
を
加
え
る
。
炒
め
た
状
態
で
の
冷
凍
保
存
。

 
  

  
水
を
加
え
た
後
は
塩
や
、
コ
ン
ソ
メ
な
ど
自
分
で
調
整
す
る
事
。

 
レ
シ
ピ
通
り
作
っ
て
も
野
菜
の
甘
み
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、
味
を
み

な
が
ら
調
整
が
で
き
る
と
い
う
事
を
覚
え
て
も
ら
う
。

 
 【
感
想
・
わ
か
っ
た
こ
と
な
ど
】

 
・
同
じ
大
き
さ
で
均
一
に
切
る
と
い
う
工
程
は
慣
れ
な
い
包
丁
使
い
の
生
徒

で
は
難
し
く
、
レ
シ
ピ
通
り
に
作
ら
な
い
難
し
さ
も
あ
っ
た
。

 
 ・
各
班
で
チ
ョ
イ
ス
し
た
野
菜
や
野
菜
の
切
っ
た
大
き
さ
は
違
い
が
み
ら
れ

た
。

 
 
た
だ
し
っ
か
り
炒
め
る
と
い
う
工
程
は
守
っ
て
お
り
、
味
の
よ
い
ス
ー
プ

に
な
っ
た
。

 
 

・
調
理
器
具
説
明
で
は
大
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
、「
キ
ッ
チ
ン
が
と
て
も

狭
い
か
ら
、
小
さ
い
ま
な
板
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
が
洗
い
や
す
く
、
使
い

や
す
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
伝
え
た
。

 
フ
ラ
イ
パ
ン
も
柄
が
と
れ
て
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
も
の
も
あ
り
、
今
か

ら
徐
々
に
調
理
器
具
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
も
伝
え
た
。

 
 

・
生
徒

8
名
、
ス
タ
ッ
フ

4
名
で
火
を
使
っ
た
調
理
だ
っ
た
の
で
厨
房
の
温

度
と
湿
度
が
か
な
り
高
く
、
順
番
に
ホ
ー
ル
で
休
ま
せ
な
が
ら
行
っ
た
。

 
気
温
の
上
昇
を
見
据
え
た
メ
ニ
ュ
ー
の
方
が
よ
か
っ
た
か
と
悩
ん
だ
が
、

生
徒
か
ら
の
不
満
等
も
な
く
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

 
 【
生
徒
の
感
想
】

 
・
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
を
は
じ
め
て
作
っ
た
。

 
・
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
な
い
野
菜
を
使
っ
て
楽
し
か
っ
た
。

 
・
大
き
さ
が
一
緒
じ
ゃ
な
く
て
心
配
だ
っ
た
け
ど
、
煮
込
ん
だ
ら
そ
れ
な

り
に
美
味
し
そ
う
に
仕
上
が
っ
た
。

 
・
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
。

 
・
一
人
暮
ら
し
で
買
う
も
の
を
考
え
て
い
か
な
い
と
と
思
っ
た
。

 
・
暑
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。

 
・
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
使
う
の
で
体
に
良
さ
そ
う
だ
と
思
う
。

 
  
翌
日
以
降
ま
た
作
っ
て
み
た
人
も
い
ま
し
た
。

 
ス
タ
ッ
フ
側
で
も
次
の
日
飲
ん
で
み
る
と
冷
え
た
ス
ー
プ
も
と
て
も
美
味

し
く
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

 
 
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
と
同
時
進
行
で
、
ス
タ
ッ
フ
側
は
残
っ
た
野
菜
と
地

元
の
ビ
ー
ツ
で
「
ボ
ル
シ
チ
」
も
作
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
持
ち
帰
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
ビ
ー
ツ
の
色
が
鮮
や
か
な
の
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
旬

の
野
菜
と
食
べ
る
ス
ー
プ
の
広
が
り
に
「
自
分
で
も
で
き
る
」
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

 
   

––
 

こ
の
状
態
で
冷
凍
す
る
と
コ
ン
パ
ク
ト
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令
和

2
年
食
育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

高
校
生
放
課
後
自
炊
塾

 
 
第
３
回
目

 

日
 
時

 
令
和

2
年
９
月
８
日
（
火
）

 
16
時
～

18
時

 

実
施
場
所

 
五
所
川
原
市
大
町
３
９

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

 
で
る
・
そ
ー
れ

 

実
施
内
容

 

 
 

 
 

 
万
能
調
味
料
で
作
る
和
食
の
回

 
そ
の
①

 
                              

  
味
付
け
の
た
め
に
様
々
な
市
販
の
調
味
料
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、基

本
に
な

る
調
味
料
と
し
て
酒
：
み
り
ん
：
醤
油
＝
１
：
１
：
１
で
つ
く
る
万
能
調
味
料

で
和
食
を
簡
単
に
作
る
コ
ツ
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

 
 高
校
生
参
加
人
数
は
６
名
。

 
講
師
は
で
る
・
そ
ー
れ
の
ス
タ
ッ
フ
で
食
命
人
で
も
あ
る
西
村
さ
ん
と
澁
谷

さ
ん

 
遅
れ
て
き
た
参
加
者
も
い
た
の
で

2
回
に
分
け
て
の
調
理
実
習
と
な
っ
た
。

 
 ☆
万
能
調
味
料
を
つ
く
る

 
 
酒
、
み
り
ん
を
み
き
り
ま
ろ
や
か
に
し
た
調
味
料
。

 
 
事
前
に
作
っ
て
お
い
た
も
の
を
終
了
後
配
布
し
、
各
自
忘
れ
な
い
う
ち
に

作
っ
て
も
ら
う
事
に
し
た
。

 
 ☆
親
子
丼

 
 
材
料
が
シ
ン
プ
ル
で
簡
単
な
一
品
料
理
の
親
子
丼
を
作
る
。

 
 
鶏
肉
の
扱
い
の
注
意
点
、
半
熟
と
余
熱
の
関
係
性
な
ど
も
説
明
し
た

 
 

2
人
前
に
調
味
料
が
５
０
ｍ
ｌ
＋
水
５
０
ｍ
ｌ
で
覚
え
や
す
い

 
 ☆
ワ
カ
メ
と
ト
マ
ト
の
和
え
物

 
 
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
調
味
料
＋
ご
ま
油
で
作
る
。
素
材
を
切
っ
て
混
ぜ
た
だ

け
な
の
で
副
菜
と
し
て
手
軽
に
で
き
た
。

 
 【
自
炊
塾
を
終
え
て
み
て
】

 
・
当
日
は
気
温
が
３
５
℃
予
想
と
な
り
、
短
縮
授
業
に
な
っ
た
学
校
、
逆

に
７
時
間
授
業
に
加
え
て
、
３
年
生
な
ら
で
は
の
願
書
の
締
め
切
り
な
ど

で
居
残
り
に
な
っ
た
生
徒
な
ど
が
い
た
た
め
、
時
間
通
り
に
集
ま
ら
な
か

っ
た
り
、
当
日
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た
り
と
始
ま
る
ま
で
に
様
々
あ
り
、
開

始
時
間
が
遅
れ
た
。
こ
の
時
期
な
ら
で
は
の
忙
し
さ
も
あ
る
時
期
な
の
だ

と
わ
か
っ
た
。
ま
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
中
で
ご
飯
も
の
を
ひ
か
え
て
い
る
た
め
、

今
回
の
参
加
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
話
も
聞
き
、
女
子
高
生
な
ら
で
は
の

食
の
事
情
も
見
え
た
。

 
 

  【
感
想
】

 
・
万
能
調
味
料
が
と
て
も
簡
単
で
自
分
で
も
作
れ
る
と
思
っ
た
の
で
、
作

っ
て
み
た
い

 
 
味
も
普
通
に
美
味
し
く
で
き
た
。

 
 

(岩
手
県
に
進
学
、
ア
パ
ー
ト
で
自
炊
予
定

) 
 ・
切
る
材
料
が
と
て
も
少
な
い
の
が
、
自
分
で
や
る
な
ら
い
い
と
思
い
ま

し
た
。

 
 
簡
単
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
し
、
家
で
も
練
習
し
ま
す
。

 
 

(仙
台
に
進
学
予
定
、
ア
パ
ー
ト
で
自
炊
予
定

) 
 ・
佐
井
村
の
使
っ
た
ワ
カ
メ
が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
美
味
し
く
て
び
っ
く
り
し

た
。

 
 
親
子
丼
の
つ
ゆ
が
ち
ょ
っ
と
多
か
っ
た
の
で
、
加
熱
や
余
熱
が
ち
ょ
っ

と
た
り
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
美
味
し
く
で
き
た
。

 
 

(県
内
就
職
予
定
、
夏
は
通
勤
、
冬
は
一
人
暮
ら
し
自
炊
予
定

) 
 ・
家
で
お
母
さ
ん
が
い
な
い
時
は
作
れ
る
と
思
う
。

 
 
２
品
と
も
簡
単
だ
っ
た
し
美
味
し
か
っ
た
。

 
 

(県
内
進
学
予
定
、
寮
か
ア
パ
ー
ト
で
自
炊
予
定

) 
   
今
回
の
青
森
食
材
は
、
ト
キ
ワ
の
た
ま
ご
、
佐
井
村
の
ワ
カ
メ
な
ど
の

食
材
紹
介
も
し
た
。
特
に
ワ
カ
メ
は
美
味
し
い
と
高
校
生
に
も
好
評
で
し

た
。

 
 
今
回
は
普
段
の
「
ご
飯
」
に
近
い
献
立
だ
っ
た
た
め
、
進
路
の
方
向
性

も
各
々
決
ま
り
は
じ
め
、
自
炊
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
な
が
ら
作
っ
て
い

た
気
が
し
ま
す
。
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令
和

2
年
食
育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

高
校
生
放
課
後
自
炊
塾

 
 
第
４
回
目

 

日
 
時

 
令
和

2
年
９
月
１
５
日
（
火
）

 
16
時
～

18
時

 

実
施
場
所

 
五
所
川
原
市
大
町
３
９

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

 
で
る
・
そ
ー
れ

 

実
施
内
容

 

 
 

 
 

 
万
能
調
味
料
で
作
る
和
食
の
回

 
そ
の
②

 
                              

  
味
付
け
の
た
め
に
様
々
な
市
販
の
調
味
料
が
売
ら
れ
て
い
る
が
、基

本
に
な

る
調
味
料
と
し
て
酒
：
み
り
ん
：
醤
油
＝
１
：
１
：
１
で
つ
く
る
万
能
調
味
料

で
和
食
を
簡
単
に
作
る
コ
ツ
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
。旬

の
特
産
品
の
り
ん
ご

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

 
 高
校
生
参
加
人
数
は
１
１
名
。

 
講
師
は
で
る
・
そ
ー
れ
の
ス
タ
ッ
フ
で
食
命
人
で
も
あ
る
西
村
さ
ん
と
澁
谷

さ
ん

 
今
回
は
男
子
高
校
生
が

6
名
、
賑
や
か
な
調
理
の
実
践
と
な
っ
た
。

 
 ☆
万
能
調
味
料
の
説
明

 
 
前
回
不
参
加
の
人
も
多
か
っ
た
の
で
調
味
料
の
説
明
等
も
し
た
。

 
 ☆
生
姜
焼
き

 
 
今
回
は
男
子
も
参
加
し
た
い
と
い
う
事
だ
っ
た
の
で
、
人
気
の
お
か
ず
生

姜
焼
き
。
材
料
と
し
て
は
豚
肉
に
生
姜
、
万
能
調
味
料
で
下
味
を
つ
け
玉
ね

ぎ
と
一
緒
に
焼
く
。
と
簡
単
だ
が
、
ま
ず
焼
き
色
を
つ
け
て
か
ら
、
残
っ
た

汁
を
加
え
、
煮
詰
め
る
と
い
う
工
程
が
レ
シ
ピ
を
見
た
だ
け
で
は
わ
か
り
に

く
く
、
味
も
左
右
さ
れ
る
の
で
ま
ず
見
本
を
見
せ
て
伝
え
た
。

 
 ☆
も
や
し
と
え
の
き
の
和
え
物

 
 
焼
い
て
い
る
間
に
鍋
と
レ
ン
ジ
で
作
る
ヘ
ル
シ
ー
な
副
菜
も
万
能
調
味
料

で
味
付
け
し
作
っ
て
も
ら
っ
た
。

 
 ☆
赤
～
い
り
ん
ご
の
コ
ン
ポ
ー
ト

 
 
今
旬
で
そ
の
日
収
穫
し
た
て
の
中
ま
で
赤
～
い
り
ん
ご
は
五
所
川
原
市
の

特
産
品
で
も
あ
り
、
レ
ン
ジ
で
の
調
理
で
コ
ン
ポ
ー
ト
に
し
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
に
添
え
た
。

 
    

 【
自
炊
塾
を
終
え
て
み
て
】

 
・
今
回
は
体
の
大
き
な
男
子
が

6
名
参
加
し
た
た
め
、
厨
房
が
か
な
り
手

狭
に
な
り
、
ホ
ー
ル
も
使
っ
て

3
班
に
分
か
れ
て
の
調
理
と
な
っ
た
。

 
 ・
料
理
は
レ
シ
ピ
通
り
に
作
れ
る
よ
う
で
も
、
ラ
イ
ブ
で
見
た
、
聞
い
た
、

味
わ
っ
た
も
の
は
違
う
と
思
う
の
で
、
少
し
で
も
見
て
、
や
っ
た
こ
と
で

実
際
に
や
っ
て
み
る
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
っ
た
。

 
 ・
男
子
の
中
の

2
名
は
調
理
の
方
に
進
学
す
る
と
い
う
事
、
参
加
者
の
多

く
の
子
は
県
内
外
に
進
学
、
就
職
で
出
る
こ
と
に
な
り
、
一
人
暮
ら
し
の

予
定
と
の
事
だ
っ
た
。

 
食
べ
て
い
く
と
い
う
子
も
い
た
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
て
い
た
一
人
暮

ら
し
の
学
生
の
調
理
道
具
の
話
な
ど
も
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

 
 ・

11
人
で
の
調
理
は
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
み
ん
な
が
手
を
か
け
ら
れ
ず
、

話
が
遠
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
部
分
も
あ
っ
た
が
講
師
や
メ
ン
バ
ー

と
の
協
力
で
伝
わ
っ
た
か
な
と
思
う
。

 
 ・
高
校
生
は
や
は
り
一
般
的
な
食
事
の
作
り
方
よ
り
も
、
デ
ザ
ー
ト
！
デ

ザ
ー
ト
！
と
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
作
り
た
い
も
の
を
聞
い
て
も
「
テ
ィ

ラ
ミ
ス
！
」
な
ど
デ
ザ
ー
ト
が
出
て
い
た
。
授
業
で
な
く
放
課
後
な
の
で
、

そ
の
よ
う
な
お
楽
し
み
感
が
必
要
な
の
か
な
と
感
じ
た
。

 
  【
感
想
】

 
・
調
理
方
法
は
簡
単
で
全
部
美
味
し
い
！

 
・
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。
次
は
デ
ザ
ー
ト
を
作
り
た
い
。

 
・
生
姜
焼
き
の
コ
ツ
が
わ
か
っ
た
気
が
す
る
。

 
・
ま
た
作
っ
て
み
ま
す
。

 
・
み
ん
な
で
試
食
す
る
時
間
が
楽
し
い
。

 
・
赤
～
い
り
ん
ご
を
は
じ
め
て
食
べ
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
と
美
味
し
か
っ
た
。 

・
も
や
し
と
え
の
き
も
簡
単
で
美
味
し
か
っ
た
。

 
  
授
業
で
は
な
い
自
由
さ
と
楽
し
さ
、
ま
た
し
っ
か
り
自
炊
に
つ
い
て
向

き
合
っ
て
覚
え
て
も
ら
い
た
い
こ
ち
ら
の
思
い
。
人
数
が
多
い
ほ
ど
難
し

さ
も
感
じ
た
回
で
し
た
。

 
 
た
だ
放
課
後
に
こ
う
し
て
た
く
さ
ん
の
高
校
生
た
ち
が
地
元
の
も
の
を

説
明
し
て
も
ら
っ
た
り
、
味
わ
っ
た
り
、
友
達
と
食
事
を
通
し
た
交
流
が

あ
っ
た
り
と
す
ご
く
い
い
光
景
で
し
た
。

 
 
準
備
や
企
画
、
告
知
な
ど
な
か
な
か
大
変
で
す
が
残
り

3
回
し
っ
か
り

考
え
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
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令
和

2
年
食
育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

高
校
生
放
課
後
自
炊
塾

 
 
第
５
回
目

 

日
 
時

 
令
和

2
年
１
１
月
１
５
日
（
日
）

 
１
４
時
～
１
６
時

 

実
施
場
所

 
五
所
川
原
市
大
町
３
９

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

 
で
る
・
そ
ー
れ

 

実
施
内
容

 

 
 

 
 

 
作
っ
て
見
せ
た
く
な
る
よ
う
な
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
の
回

 
                              

   
お
弁
当
や
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
で
教
室
を
開
い
て
い
る
高
谷
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
て
の
自
炊
塾
。

 
 
参
加
者
は
７
名
。

 
 
元
々
は
、
高
校
生
に

In
st

ag
ra

m
に
載
せ
て
見
せ
た
く
な
る
よ
う

な
お
弁
当
の
講
師
を
頼
も
う
と
し
て
い
た
が
、
高
校
生
か
ら
は
圧
倒

的
に
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
が
人
気
で
、
自
分
で
作
っ
て
み
た
い
！
と
思

え
る
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
取
り
上
げ
る
事
と
な
っ
た
。

 
 ポ
イ
ン
ト
①
ク
リ
ー
ム
つ
く
り

 
 
早
く
泡
立
て
や
す
い
ジ
ャ
ム
を
加
え
た
ク
リ
ー
ム
作
り

 
 ポ
イ
ン
ト
②
フ
ル
ー
ツ
の
カ
ッ
ト

 
 
フ
ル
ー
ツ
は
切
っ
た
時
の
断
面
を
意
識
し
て

 
 
カ
ッ
ト
し
て
い
く
事

 
 ポ
イ
ン
ト
③
ラ
ッ
プ
包
み
方

 
 
し
っ
か
り
ラ
ッ
プ
で
包
む
、

 
 
カ
ッ
ト
す
る
方
向
を
間
違
わ
な
い
よ
う
に
印
を
つ
け
る

 
 ポ
イ
ン
ト
④
し
っ
か
り
冷
や
す

 
 
し
っ
か
り
冷
や
す
こ
と
で
綺
麗
に
切
れ
る
。

 
 
冷
蔵
庫
だ
と
３
時
間

 
 
冷
凍
庫
で
２
０
分
く
ら
い

 
 ポ
イ
ン
ト
⑤
断
面
を
美
し
く

 
 
変
色
し
や
す
い
バ
ナ
ナ
な
ど
は
砂
糖
水
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
 
断
面
が
綺
麗
に
見
え
る
よ
う
に
カ
ッ
ト
す
る

 
    

 ポ
イ
ン
ト
⑥
フ
ィ
ル
ム
で
包
む

 
 
ラ
ッ
プ
で
く
る
ん
で
も
い
い
が
、O

PP
素
材
の
パ
リ
っ
と
し
た

も
の
に
包
む
事
で
本
格
的
に
仕
上
が
る

 
 ポ
イ
ン
ト
⑦
保
冷
の
維
持

 
 
温
度
に
よ
り
、
生
ク
リ
ー
ム
は
溶
け
や
す
い
の
で
保
冷
す
る
こ

と
を
忘
れ
な
い
。

 
  
以
上
の
よ
う
な
点
を
具
体
的
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
参
加
者
は
楽
し
そ
う
で
、
で
き
た
フ

ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
に
出
来
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

 
  【
感
想
】

 
・
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
作
っ
て
み
た
い
。

 
・
自
分
で
も
出
来
そ
う
だ
と
感
じ
た
。

 
・
失
敗
し
た
か
な
と
思
う
部
分
も
先
生
が
褒
め
て
く
れ
て

 
 
嬉
し
か
っ
た
。

 
・
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
は
こ
れ
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

 
・
高
く
て
な
か
な
か
買
え
な
い
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
を
自
分
で

 
 
簡
単
に
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

 
・
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
美
味
し
す
ぎ
た
。

 
   
今
回
は
青
森
県
産
素
材
や
自
炊
と
い
う
点
か
ら
は
少
し
ず
れ
る

よ
う
に
は
感
じ
た
が
、
や
は
り
作
っ
て
楽
し
い
、
美
味
し
い
、
自

分
で
で
き
る
、
ま
た
作
り
た
い
！
を
一
番
実
感
し
た
回
だ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

 
 
た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
告
知
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
た
こ

と
で
、
日
曜
日
と
い
う
事
も
あ
り
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
生
徒
が

来
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

 
  
弘
前
市
か
ら
一
人
で
参
加
し
た
男
子
生
徒
は
通
信
制
に
通
っ
て

い
る
と
の
事
。
よ
く
一
人
で
参
加
し
て
く
れ
た
と
思
う
。
一
般
の

高
校
生
と
違
い
こ
う
い
っ
た
場
面
も
少
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
の

自
炊
塾
が
彼
に
と
っ
て
何
か
し
ら
の
効
果
が
あ
れ
ば
嬉
し
い
。
制

服
で
な
い
日
曜
日
だ
か
ら
こ
そ
だ
と
も
思
え
る
し
、
会
場
も
定
休

日
で
、
明
る
い
時
間
に
開
催
で
き
た
こ
と
。
日
曜
日
の
回
も
ま
た

良
い
一
面
も
あ
る
と
感
じ
た
。
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令
和

2
年
食
育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

高
校
生
放
課
後
自
炊
塾

 
 
第
６
回
目

 

日
 
時

 
令
和

2
年
１
２
月
８
日
（
火
）

 
１
７
時
～
１
９
時

 

実
施
場
所

 
五
所
川
原
市
大
町
３
９

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

 
で
る
・
そ
ー
れ

 

実
施
内
容

 

 
 

 
 

 
津
軽
の
味
貝
焼
き
味
噌
の
献
立
の
回

 
                              

  
以
前
の
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
大
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
友

人
が
来
た
時
に
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
使
い
料
理
を
す
る
と
い
う
記
載

が
あ
り
、
秋
田
の
友
人
は
き
り
た
ん
ぽ
を
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
た
そ
う
。 

 
簡
単
に
で
き
る
青
森
の
味
と
い
う
事
で
、
貝
焼
き
味
噌
の
夕
飯
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
作
っ
て
み
る
。

 
 参
加
者
は
３
名
。

 
・
材
料
は
た
ま
ご
、
ね
ぎ
、
味
噌
。
好
み
で
ホ
タ
テ
を
入
れ
て
も
ら

う
。

 
 
煮
干
し
を
入
れ
て
簡
単
に
出
汁
が
と
れ
る
。

 
 
一
人
暮
ら
し
の
食
卓
を
考
え
、
煮
干
し
と
顆
粒
だ
し
で
も
作
っ
て

み
る
。

 
 ・
貝
焼
き
味
噌
の
食
文
化

(昔
は
産
後
に
食
べ
た
り
し
た
そ
う

)に
も

触
れ
な
が
ら
、
現
在
の
青
森
県
で
は
ホ
タ
テ
や
う
に
の
入
っ
た
豪

華
な
お
も
て
な
し
料
理
に
な
っ
て
い
た
り
も
す
る
事
。

 
 
大
き
な
貝
焼
き
用
の
貝
が
あ
れ
ば
見
栄
え
が
す
る
が
、
フ
ラ
イ
パ

ン
や
小
さ
な
直
火
で
き
る
器
な
ど
で
簡
単
に
ご
飯
の
お
か
ず
に

も
な
る
こ
と
も
伝
え
る
。

 
 ・
味
噌
の
焼
い
た
香
り
が
香
ば
し
く
美
味
し
く
出
来
上
が
っ
た
。

 
 ・
ま
た
献
立
を
考
え
た
時
に
保
存
が
で
き
る
材
料
で
簡
単
に
で
き
る

春
雨
サ
ラ
ダ
も
作
る
。

 
 
簡
単
な
作
り
方
、
味
付
け
、
色
合
い
も
い
い
の
で
副
菜
の

1
品
と

な
る
。

 
 ・
同
時
に
味
噌
汁
。
具
材
は
な
め
こ
、
わ
か
め
、
ね
ぎ
な
の
で
軽
く

火
を
通
し
て
出
来
上
が
る
。

 
   

 ・
野
菜
の
細
き
り
の
講
習
。
ど
う
し
て
も
短
め
に
切
っ
て
し
ま
う
の

で
コ
ツ
と
野
菜
は
均
等
に
切
る
こ
と
で
口
当
た
り
、
火
の
通
り
な

ど
が
変
わ
る
の
で
均
等
な
大
き
さ
に
切
り
そ
ろ
え
る
事
の
大
事

さ
を
伝
え
る
。

 
 ・
キ
ッ
チ
ン
バ
サ
ミ
も
立
派
な
調
理
器
具
。
で
き
る
だ
け
洗
い
も
の

も
少
な
く
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
 ・
味
付
け
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
ま
ず
は
薄
め
に
味
付
け
し
、
味
見

を
し
な
が
ら
足
し
て
い
く
感
じ
を
覚
え
て
も
ら
う
。

 
 【
感
想
】

 
・
今
回
は
人
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
教
え
て
も
ら

え
て
わ
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
。

 
・
一
人
暮
ら
し
の
買
い
物
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
は
買
い
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

 
・
貝
焼
き
味
噌
は
簡
単
で
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

 
 
こ
の
大
き
い
貝
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

 
 
見
栄
え
が
す
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

 
・
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
。

 
  【
ま
と
め
】

 
・
青
森
の
郷
土
料
理
を
ふ
る
ま
う
、
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
き
、
け
の

汁
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
貝
焼
き
味
噌
の
作
り
方
く
ら
い
は
覚

え
て
い
て
ほ
し
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
声
で
今
回
の
メ
ニ
ュ
ー

に
な
っ
た
。

 
 
じ
っ
く
り
教
え
る
事
が
出
来
た
の
で
教
え
る
側
の
満
足
度
も
高

い
回
だ
っ
た
。

 
 ・
味
噌
を
使
っ
た
料
理
が

2
品
。
発
酵
食
品
で
保
存
も
利
く
味
噌
は

い
つ
も
常
備
し
て
い
て
欲
し
い
し
、
難
し
く
考
え
ず
に
手
軽
に
味

噌
汁
も
い
つ
も
作
っ
て
欲
し
い
と
い
う
事
も
伝
え
た
。

 
  
進
路
が
決
ま
り
、
住
む
場
所
も
決
ま
っ
て
き
た
頃
で
あ
り
、
一
人

暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
き
た
頃
で
あ
り
、
生
徒
の

真
剣
さ
も
伝
わ
る
回
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
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令
和

2
年
食
育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

高
校
生
放
課
後
自
炊
塾

 
 
第
７
回
目

 

日
 
時

 
令
和
２
年
１
２
月
１
８
日

(金
)１

７
時
～
１
９
時

 
 

実
施
場
所

 
五
所
川
原
市
大
町
３
９

 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ

 
で
る
・
そ
ー
れ

 

実
施
内
容

 

 
 

 
 

 
ク
リ
ス
マ
ス
料
理
を
作
っ
て
み
よ
う
の
回

 
                              

 
 
今
回
で
最
終
回
。
ク
リ
ス
マ
ス
が
近
い
事
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
で
即

使
え
そ
う
な
レ
シ
ピ
で
考
え
た
。
実
践
し
て
も
ら
う
べ
く
味
付
け
し
た
も

の
は
各
自
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
。
保
存
し
な
が
ら
味
付
け
す
る
方
法
を
学

ぶ
。
タ
ル
ト
は
市
販
の
生
地
な
ど
上
手
く
使
う
事
で
見
栄
え
の
す
る
も
の

が
出
来
る
事
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。

 
 参
加
者
は
１
０
名
。

 
 【
チ
キ
ン
ソ
テ
ー
】

 
・
チ
キ
ン
の
下
味
付
け
は
、
塩
、
胡
椒
、
に
ん
に
く
。
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

と
鷹
の
爪
を
入
れ
も
み
込
む
➡
こ
ち
ら
の
状
態
で
持
ち
帰
り

 
 ・
焼
き
の
ポ
イ
ン
ト
解
説
。
皮
目
を
パ
リ
っ
と
す
る
た
め
蓋
な
ど
を
使
っ

て
焼
き
付
け
て
か
ら
弱
め
で
火
を
通
す
。
同
時
に
ポ
テ
ト
な
ど
の
野
菜
を

焼
く
と
付
け
合
わ
せ
も
一
緒
に
で
き
る
。

 
 ・
鶏
肉
は
食
中
毒
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
食
材
で
あ
る
こ
と
、

肉
と
生
野
菜
な
ど
の
時
の
ま
な
板
、
包
丁
の
扱
い
に
つ
い
て
も
説
明
す

る
。

 
 ・
一
人
暮
ら
し
で
は
少
量
の
食
材
を
買
い
が
ち
で
あ
る
が
、
安
く
売
っ
て

い
る
と
き
な
ど
に
ま
と
め
て
買
い
、
こ
う
い
っ
た
下
味
を
つ
け
て
保
存
す

る
方
法
を
覚
え
て
お
く
と
お
金
や
時
間
の
節
約
に
つ
な
が
る
事
を
説
明

す
る
。

 
 【
イ
チ
ゴ
の
タ
ル
ト
】

 
 
講
師
は
市
内
で
お
菓
子
作
り
を
友
人
な
ど
に
教
え
て
い
る
対
馬
さ
ん
。

結
婚
前
は
キ
ル
フ
ェ
ボ
ン
に
勤
務
し
て
い
た
と
の
事
。

 
・
タ
ル
ト
生
地
・
ス
ポ
ン
ジ
・
カ
ス
タ
ー
ド
は
事
前
に
作
っ
て
き
て
も
ら

い
、
ス
ポ
ン
ジ
の
カ
ッ
ト
、
い
ち
ご
を
乗
せ
、
ナ
パ
ー
ジ
ュ
で
つ
や
を
出

し
、
ピ
ス
タ
チ
オ
、
粉
糖
の
仕
上
げ
の
部
分
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
。

 
タ
ル
ト
生
地
や
、
ス
ポ
ン
ジ
は
市
販
の
も
の
で
も
よ
い
事
。
今
回
使

 
 

 っ
た
材
料
、
容
器
な
ど
も
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
手
に
入
る
も
の
も
あ

り
、
聞
き
な
れ
な
い
ナ
パ
ー
ジ
ュ
の
購
入
先
な
ど
、
す
ぐ
作
れ
る
よ
う
な

情
報
も
教
え
て
も
ら
っ
た
。

 
 【
感
想
】

 
・
今
回
が
一
番
楽
し
か
っ
た
。
肉
が
簡
単
な
味
付
け
な
の
に
か
な
り
美
味

し
く
て
び
っ
く
り
し
た
。
タ
ル
ト
が
す
ご
く
う
ま
く
で
き
た
。

 
 ・
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
が
盛
り
上
が
っ
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

 
イ
チ
ゴ
タ
ル
ト
が
自
分
た
ち
で
作
れ
た
の
が
び
っ
く
り
で
、
美
味
し
か
っ

た
。

 
 ・
チ
キ
ン
を
次
の
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
で
焼
い
て
使
い
ま
し
た
。

 
鍋
の
蓋
を
使
っ
て
い
い
色
に
焼
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 
タ
ル
ト
も
作
っ
て
い
て
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

 

        
全
体
に
う
き
う
き
し
た
楽
し
い
感
じ
が
あ
っ
た
回
で
し
た
。

 
 
見
て
い
る
大
人
側
も
見
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

 
 
メ
ニ
ュ
ー
も
イ
ン
ス
タ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
あ
げ
て
る
子
が
多
か
っ
た

で
す
。

 
 
講
師
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
対
馬
さ
ん
は
自
宅
で
知
り
合
い
相
手
に

い
つ
も
教
え
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
外
で
、
ま
た
高
校
生
に
教
え
る
場
面

は
初
め
て
の
経
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
プ
ロ
の
技
と
身
近
な
も
の
を
利
用

し
た
主
婦
感
覚
の
所
が
高
校
生
に
伝
え
る
の
に
ぴ
っ
た
り
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

 
 
終
わ
っ
た
後
に
は
春
か
ら
住
む
物
件
写
真
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
心
配

な
こ
と
、
楽
し
み
な
事
を
ス
タ
ッ
フ
も
交
え
て
話
を
し
な
が
ら
和
や
か
に

過
ご
し
ま
し
た
。

 
 
春
か
ら
の
新
生
活
に
、
こ
れ
か
ら
食
事
を
作
っ
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
に
、

少
し
で
も
こ
の
７
回
の
自
炊
塾
が
役
立
っ
て
力
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
と

願
い
ま
す
。
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